
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

A A A

B B A

A A A

A A A

●健康・体つくり A A A

●業務改善・教職
員の
　働き方改革の推
進

B A A

●特別支援教育の
充実

A A A

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

学校名 佐賀県立佐賀工業高等学校

５　重点取組内容・成果指標

重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

●学力の向上

○「わかる授業」の実践と学習意欲
の向上に向けた学習指導の改善
○生徒の思考、言語活動の充実
と、主体的な学びの促進を重視し
た授業の実施

○「わかりやすい授業になってい
る」生徒80%以上
〇「深く考えたり、意見を述べたり
する機会がある」生徒60％以上

・授業アンケート（年2回）
・教職員間相互授業参観（年１回）
を実施する。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活
動

○様々な教育活動で、「自他の生
命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感
動する心等を涵養する事できた」生
徒90%以上

・特別活動における学校行事、生
徒会活動、ホームルーム活動を通
して、豊かな心を身に着けさせる教
育活動を行う。
・情報モラル、SOSの出し方、人権・
同和教育等の講演会を実施し、
様々な課題ついて考えさせる機会
を設定する。
・工場見学、インターンシップを通し
て、ものづくりの知見、将来への考
えを深める。

・生徒たちは学校行事や生徒会活動、ホームルーム活動などに積極的に参加し、協力することの
大切さや責任感を学び、豊かな人間性を育んでいる。
しかし、一部の生徒においてはまだ受動的な姿勢が見られるケースがあり、主体的な参加を促す
ための工夫が必要である。
・人権・同和教育でLGBTQに関する講演会は生徒たちの意識啓発に一定の効果を上げた。より深
い理解を促すためには、講演会後の振り返りや意見交換の機会を充実させる必要がある。
5月20日に、人権同和教育のLHR（1年生：情報モラル、2・3年生：進路保障）を実施。
11月18日人権・同和教育講演会実施予定。

・体育祭や文化祭では、生徒たちが協力し合い、一つの目標に向かって努力する姿が見られ
た。また、職場・工場見学やインターンシップでは社会の仕組みや多様な価値観に触れる貴重
な体験となった。保護者アンケートでも９割以上の方から「生徒が多様な価値観に触れ、他社
への理解を深めることができた」という肯定的な評価を得た。今後も、時代の変化に対応した
教育活動を継続し、生徒たちの豊かな成長を支援する。
・人権・同和教育講演会では「困っている人を見かけたら積極的に手助けしたい」との内容の感
想が多く、他者を思いやる心の涵養の一端となったように思われる。

・「わかる授業」の実践と学習意欲の向上に向けた学習指導の改善は順調に進んでおり、授業ア
ンケートでは「わかりやすい授業になっている」という回答が９７％であった。
・生徒の思考、言語活動の充実と、主体的な学びの促進を重視した授業の実施についても順調
で、授業アンケートでも「深く考えたり、意見を述べたりする機会がある」という回答が９２％と高
かった。
・更なる改善につなげるため、教職員間相互授業参観を11月に実施する予定である。

・年度当初に掲げた指標に対し、極めて高い達成率となった。授業アンケートの結果、「わかり
やすい授業になっている」の肯定的回答は全学年平均で97.5％（目標80％）となり、中間評価
（97％）を上回る成果を得た。また、「深く考えたり、意見を述べたりする機会がある」についても
93.2％（目標60％）に達し、生徒が主体的に思考し表現する授業展開が定着している。
・11月に実施した「教職員間相互授業参観」を機に、他教科の優れた対話型授業の手法を共
有・導入した。実習や座学において「ペアワーク」や「教え合いの時間」を意図的に設定したこと
で、課題解決に向けた言語活動が活発化した。

・職員による自己評価および保護者による評価から、授業運営・学習指導については概ね良好な取組がなされていること
がうかがえる。一方で、授業運営においては、生徒の学力差を踏まえた指導方法の工夫や改善の更なる充実が期待され
る。
・アンケートの結果よりこの活動の成果が出ていると判断される。
・先生方の工夫等が感じられている。

○資格取得の推進
・各科における重点資格と検定試
験の合格率の増加
・ジュニアマイスター顕彰の取得者
の増加

○「今年度、資格を取得した」生徒
90%以上
○ジュニアマイスター顕彰取得者
数を100名以上

・科の職員や担任と連携して資格
取得者を増やす。
・難易度が高い資格・検定を積極的
に挑戦させる。

「今年度、資格を取得した」生徒は70%を超えており、生徒の資格取得への意識の高まりが見られ
る。
しかし、目標値である90%には達しておらず、更なる取り組みが必要。難易度が高い資格・検定へ
の挑戦も一部にとどまっており、生徒の積極性を更に引き出す必要がある。
引き続き、きめ細やかな指導を強化することで、目標値達成を目指す。

・　今年度はジュニアマイスター顕彰においてゴールド14名、シルバー27名、ブロンズ33名、計
74名の生徒が認定されたが目標の顕彰取得者数100名以上は未達成となったが積極的に難
易度の高い資格・検定に挑戦した生徒も多くみられた。
・来年度以降も専門分野に特化した資格取得を推奨し、生徒一人ひとりの意欲に応えられるよ
うな情報提供と補習体制の構築を目指す。

・資格取得の状況については、目標人数には達しなかったものの、概ね良好な成果が見られ。今後は、資格取得の意義や
将来への有用性を具体的に示すなど、生徒の意欲向上につながる啓発活動の一層の充実が求められる。
・目標値には及びませんでしたが、資格内容を見ると高度な資格に挑戦された形跡は確認できます。（他校比較）今後は件
数もですが、学校として取得してもらいたい資格の取得種類等も評価の対象としてみてはいかがでしょうか。
・建築二級施工管理技士の資格取得が例年より減った様に感じた。
・生徒本人の努力は勿論でありますが、先生のアドバイス等に感謝します。

●望ましい生活習慣の形成 ○睡眠、食事、運動を十分に取るこ
とを意識した日々を送る生徒を９
０％以上

・食育アンケート（年１回）
・「保健だより」において、質の高い
十分な睡眠、バランスの取れた食
事、適度な運動の必要性について
具体的な情報を掲載することで、生
徒の意識付けを行う。

・毎月の保健だよりでがん予防のための情報を掲載することで、生徒自身の生活習慣を振り返る
ように意識させている。
・「性教育講演会」、「がん教育講演会」に関連性を持たせ、アンケートを実施したところ、生徒の喫
煙や飲酒・食事や睡眠に対し、将来の健康と結び付けて考え、生活習慣を改善しようという方向へ
と変化が見られている。

・保健だよりによる継続的な情報提供と生徒保健委員会による昼休みのミニ講座を通じて、健
康に関する意識を高めることができた。アンケートでは、「食事・健康に関する調査」では、
100％の生徒が食事・睡眠・運動の重要性を理解していると回答した。
・年間を通したがん教育の取り組みにより、生活習慣の改善や検診の重要性について理解が
深まり、「自分自身や家族の健康について考えるようになった」とする回答が増えた。

・学校生活を過ごすために必要な情報は「保健だより」により配信されており、生徒に向けて理想とされる生活習慣の意識
づけが行われている。一方で、その内容が日々の生活の中でどの程度実践につながっているかについては、引き続き見
守っていく必要がある。
・佐賀工業の学生さんは良く拝見しますが、皆元気に自転車を漕いで通学する姿が印象的です。
スポーツ・資格等の学業の両立というイメージが強い学校です。よって生活習慣もきっと望ましい姿で形成されていると考え
られる。
・生徒全員が、食事の大切さを理解していること、其のうえで自分の健康についても自覚していることが大切である。

・学校行事および講演会を通じて、心の教育は十分に推進されていると評価できる。今後も継続的かつ計画的な取組の実
施が期待される。
・保護者の9割から肯定的な評価をもらっている点から評価しました。
勉強のみならず、心・人間性の教育は社会に出てから当人たちに良い方向に働くのは間違いありません。その辺りの重要
性を伝えていただけば、立派な社会人として育ってくれると思います。
・とにかく本校は挨拶がすばらしい。気持ちが良い。
・これからの生徒さんの将来のに上で大切なことだと思います、ひとりひとりの個性を伸ばすような教育に重点してほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

〇「学校はいじめの防止や早期発
見に向けた取り組みを積極的に
行っている」と認識している生徒が
80％以上
〇いじめ防止等（いじめの定義、い
じめの防止等のための取組、事案
対処等）について組織的対応がで
きていると回答した教員80%以上

・学校生活アンケート（年3回）
・教職員やスクールカウンセラーと
の連携を密にし、早期発見・早期対
応に努める。
・生徒が安心して学校生活を送るこ
とができるように相談環境を整え
る。

・学校生活アンケートの一学期分を実施し、早期発見・早期対応に努めた。
・全校生徒及び保護者にスクールカウンセラーの来校予定を知らせ、相談環境を整えた。

・学期ごと（計年３回）に学校生活アンケートを実施したり、年度当初には教育相談面談週間を
設け、いじめ問題をはじめとした様々な悩み事などを相談できるような取り組みを行った。相談
内容には生徒の心に寄り添いながら、関係職員と連携を図って対応に努めた。また、必要に応
じてスクリーンカウンセラーとの面談の場を設定した。

・多感な生徒の状況変化に対応するため、アンケートによる実態把握やスクールカウンセラーとの連携などの体制は整え
られている。今後は、いじめの未然防止に向けた日常的な見守りや教職員間での情報共有を引き続き大切にしながら、よ
り丁寧な対応に努めていくことが望まれる。
・人間関係における問題は100%問題ないということは難しいと思います。その中でアンケートの実施や面談の機会から早期
発見、対応に取り組む内容について、Ａと評価しました。
・SNS等によるいじめが目立つなどがあるので、生徒の気持などに気を配ることが必要性を感じる。

○特別支援教育を充実させ、特別
な教育的支援を必要とする生徒を
支える。

○「必要に応じて担任、部顧問、科
の先生、または保健室や教育相談
の先生等に相談ができる」生徒70%
以上

・学級担任と教育相談係、養護教
諭、スクールカウンセラー等が情報
を共有し、適切な指導を行う。
・新入生対象の特別支援教育会議
を行い、学級担任、各工業科主任
等と情報共有を行う。
・特別支援教育に関する職員研修

・年度始めに新入生の特別支援教育会議を行い、また在校生についての特別支援に関する情報
を各学年でまとめ学年会議で共有した。
・学級担任や学年主任、部顧問、カウンセラー等と情報共有を行い、適切な支援をおこなった。必
要な場合は外部への支援につなげた。
・特別支援教育に関する職員研修を行ったり、個別の教育支援計画の作成をしたりするなどして
理解を深めた。

・特別支援教育に関する職員研修を実施し、心と体のコントロールに関しての理解を深めること
ができた。生徒の困り感が出てきた際には、学級担任、養護教諭、科、教科担当者・部顧問に
情報共有し、安心して学校生活が送れるように支援を行うことができた。また、スクリーンカウ
ンセラーとの定期的な情報共有も行った。

・特別支援教育に関する研修や、スクールカウンセラーとの情報共有など、体制構築に向けた取り組みが行われている。
今後は、支援を必要とする生徒一人ひとりに対して、より柔軟かつ継続的な対応が求められる。
・特別支援が必要な学生に対し、スクールカウンセラーからの情報共有や、部外への支援へつなげている活動はＡ評価に
該当します。
・障害を持っている人達との交流は大切であるので、今後もさらに取り組んでいただきたい。

●業務効率化の推進と時間外在校
等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外
在校等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職
員1人当たりの年次休暇の取得日
数１４日以上

・定時退勤推進日の取組のさらな
る推進
・年次休暇を取りやすい雰囲気の
醸成

・時間外時間の平均は９月末時点で２７時間２４分と、昨年同時期よりも２時間減少している。
・年次休暇の取得状況は９月時点で５日以上１０日未満が４０％、１０日以上１５日未満が４０％と
なっている。５日未満の職員が１５％ほどおり、この職員への休暇取得推進が今後の課題となって
いる。

昨年度、一昨年度と比較して、月当たりの平均時間外勤務時間がほとんどの月で減少してお
り、例えば１１月では昨年と比較して５時間程度減少することができた。
令和７年の年休取得状況は平均で１２．８日（年休付与日数が２０日以下の職員を除く）とわず
かに目標に届かなかったが、子の看護に係る特休を取得した男性職員が８名と取得率５０％に
達するなど、男性の子育てをはじめとして休暇の意識の醸成を行うことができており、今後も継
続したい。

・時間外勤務が減少していることから、業務効率化に向けた取り組みがなされていると評価できる。今後は、教育業務、管
理運営業務、課外活動業務（部活動）のバランスを考慮した業務配分の在り方について、さらに検討を進めていくことが望
まれる。
・年休取得状況は目標にわずかに届かなかったとのことですが、昨年より減少していることから、継続することで目標は達
成に向かうのではないかと思います。男性職員の育休等の取組についても、来年も継続して取り組んでください。
・職員が不足している中での働き方改革をされているか？校区内だけでの対応では限界を感じるので、支援機関の力を借
りることが必要である。

重点取組
具体的取組

中間評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

最終評価

・進学説明会や体験入学を通じて、学校の情報発信は十分に行われている。さらに、生徒主導による3Dプリンターを用い
た講座の開講など、地域社会への貢献も確認できる。SNSの利活用は検討段階にあるものの、全体として十分な活動が
展開されていると判断し、評価をＡとした。
・佐賀工業の特色を生かした唯一無二の誇り高き学校づくりは、中学校から高校へ進学する生徒に訴えるものは大きいと
思います。企業も同じく、高校生、大学生の印象は良い方が良い。時には他校の様子み見ながら、良い所を取り入れ、佐
賀工業の特色を出してほしいと思います。
・ものづくりを通じての地域貢献の実例には感動しました。継続を続け10年後には、幼稚園時代にこの体験を通じ本校に入
学したというこども達が入学してくれればと思います。
・小学校・保育園・特別支援学校とのものづくりを通しての活動は、素晴らしいことであるので、機会があるごとに進めてほし
い。

○進路保障

○生徒･保護者の希望や要望をふ
まえ､担任・科職員と連携し、生徒
の能力や適性を考慮した指導・助
言を行う｡

○進路意識の向上と､職業･勤労観
を育成し､ｷｬﾘｱ教育の推進を図る｡
〇就職試験の1次合格率を95％以
上を目指す｡
〇4年制(工業系学部学科)大学、
工業高等専門学校編入の合格者
数5名以上を目指す｡

･３学年団との密な連携を心がけ、
進路に悩む生徒の情報を共有し、
卒業後の就職･進学先でのﾐｽﾏｯﾁ
を防ぐ観点からも､担任、生徒・保
護者への詳細な情報提供を行い､
個人面談を積極的に行う｡
･進学者対策として､補習等で基礎
学力だけでなく､応用力を向上させ
る｡

A

・就職に関しては、就職採用試験1次結果は､179名の受験に対し､169名の合格､10名の不合格　と
なった｡不合格者に対しては､直ぐに2次に向けて指導している(1次合格率94.4％)。就職に関して
は､年内を目処に全員の内定が決まると思われる｡
・進学に関しては､ほとんどの大学で推薦入試が始まる。

A

・今年度の進路決定率は、就職・進学ともに100％を達成し、全生徒の進路保障を実現した。
・就職希望者181名全員が内定を得た（内定率100％）。1次合格率は94.4％（179名中169名合
格）と目標の95％に迫る極めて高い水準となり、不合格者に対しても即座に2次指導を行った
結果、年内に全員の内定を勝ち取ることができた。
・進学希望者49名全員が合格した。成果指標に掲げた「4年制（工業系）大学等5名以上」につ
いても、福岡工業大学（工学部）や西日本工業大学（工学部）への合格を果たし、目標を十分
に達成した。

★唯一無二の誇り高き学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と
県内外への情報発信

★自分の学校を中学生に勧めるこ
とができる生徒の割合80％以上、
教職員の割合80％以上
★県外からの体験入学参加者数
40名以上、入学者数20名以上

・教務部、情報管理部と連携を図
り、学校HP、体験入学等を通して
高校魅力化の取組を推進する。
・高校進学説明会等において、各
工業科の特徴、ものづくりを紹介す
る。
・SNS等を活用し、学校の魅力を中
学校等に積極的に発信する。

B

・体験入学を7月29日（火）、30日(水)に実施した。参加者数は、中学生434名、保護者133名であ
り、前年度比3%増
の参加者数であった。
・中学校における高校進学説明会等において、２１校に、各工業科科長等が赴き、説明を行った。
・唯一無二の誇り高き学校づくりプロジェクトとして、市内小学校、保育園、特別支援学校等とのも
のづくりをテーマに講座を実施した。
・SNSの利活用については、校内のｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝや調整が進んでいないため、検討段階にある。

B

・地域社会への貢献と魅力発信として、市内小学校、保育園、特別支援学校とのものづくりを
通じた活動は、生徒の自己有用感を高めるとともに、本校の特色を地域へ直接伝える貴重な
機会となった。
・自校推奨率については、 全学年平均で約93.6％の肯定回答を得た。特に3年生はと極めて
高く、3年間の教育活動への満足度がうかがえる。保護者においても、96.8%であり、子供が意
欲的に登校し、将来の目標を持って学んでいる姿」を保護者が確認できていることが、高い推
奨率に直結している。

A

・生徒の９０％以上が部活動や社会体育に所属し、外部指導者の協力も得ながら、活発に活
動している。保護者アンケートでは、「生徒が部活動を通してより良い人間関係を築くことがで
きている」という肯定的な回答が９４％に達した。また、休養日の設定も徹底されており、生徒
の心身の健康にも配慮した活動ができている。

A

・生徒、教職員、外部指導者が連携する体制が整えられており、円滑なコミュニケーションと良好な人間関係のもとで、適切
に部活動が運営されていると判断できる。
・部活動加入率90％は非常に高く、部活動が生徒の人間関係を築くことにつながっているとう保護者の評価からも、充実し
ていると思います。
・ラグビー部をはじめ、頑張っている姿を拝見するたびに、将来きっと役立つのではないか。

６　総合評価・
　　次年度への展望　（簡潔に）

・令和７年度において、SAGAスクールミッション（学校教育目標）を達成すべく、年度初めに重点目標を定め、各評価項目について取り組んだ結果、11項目中「十分達成できた」評価が、８項目（前年度は、７項目）であった。次年度も、この水準を維持出来るように取り組む。
・令和7年度佐賀県立高等学校入学者選抜一般選抜における本校の志願倍率は、1.22倍（前年度1.31倍）であった。次年度もこの水準を維持出来るよう学校のPR活動に取り組む。
・３年生全員の進路保障をする事が出来た。188名(81%）が就職、43名(19%）が進学であった。就職試験対策等の指導体制が確立しており、1次試験合格率は、94.4％（前年度は、92.9%）であった。今後も継続して個々の進路に応じた指導と県内就職率増に取り組む。

A

・生徒一人ひとりの希望や適性を踏まえたきめ細かな進路指導が実施されており、進路保証の観点からも適切に機能して
いると判断できる。
・どうしても数値として見がちですが、生徒の希望通りの進路につながっているかという評価も必要かと思います。そのため
には、早い段階から将来の展望を探りながら準備することで、生徒のモチベーションにもつながり、自ずと就職率、合格率
に直結すると思いますので、早い段階からの進路指導をお願いします。数値上問題ないと思います
・就職、進学とも全員が希望に沿っている事は評価できる。

○部活動の充実

○部員を増やし、高校教育の目的
（コミュニケーション能力の育成、幅
広い人間関係の形成）、及び、学校
部活動等に関する総合的なガイド
ラインに沿った部活動の推進

○部活動加入率90%以上を目指
す。部活動に入り、コミュニケーショ
ン力がついたと実感できる生徒が
80%以上を目指す。
〇外部指導者を２名以上確保しす
る。
〇週当たり２日以上の休養日の設
定を行う。

・部活動に所属していない生徒に入
部の呼びかけを行う。
・休養日調査の実施する。

A

・部活動加入率は90％を超えており、多くの生徒が部活動を通して高校生活を充実させている。ま
た、外部指導者の確保も順調に進み、生徒の指導にあたっている。
・週当たり2日以上の休養日の設定されており、生徒の心身の健康にも配慮した活動ができている

A

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

〇地域及び日本のものづくり界に専門性を有する人材を輩出してきた伝統を受け継ぐとともに、ロボット技術等の分野横断的な取組、先端技術と融合した教育を実践する。

〇技術革新が加速する時代において、地域及び日本の産業界を牽引し、高い倫理観をもって、人々が暮らしやすい安全性の高い社会を創造できる工業技術者を育成する。

１ 前年度

評価結果の概要

・今年度も引き続き、学校教育目標を達成すべく、年度初めに重点目標を定め、各評価項目について取り組んだ結果、12項目中「十分達成できた」評価が、７項目（前年度は、８項目）であった。次年度も、この水準を維持出来るように取り組む。

・令和7年度佐賀県立高等学校入学者選抜一般選抜における本校の志願倍率は、1.30倍（前年度1.16倍）であった。次年度もこの水準を維持出来るよう学校のPR活動に取り組む。

・３年生全員の進路保障をする事が出来た。185名(77%）が就職、54名(23%）が進学であった。就職試験対策等の指導体制が確立しており、1次試験合格率は、92.9％であった。今後も継続して個々の進路に応じた指導と県内就職率増に取り組む。

３ スクール

・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

１ 基本的生活習慣を身に付け、目標や目的達成のためにあきらめず努力を続け、他者を思いやりながら協働でき

る生徒

２ 各学科の学習に、興味を持って積極的に取り組み、専門性を高めようとする生徒

３ 興味・関心の高い分野の活動、生徒会活動、部活動などに意欲的に取り組む生徒

１ 工業技術基礎、実習などにおいて、体系化されたものづくりを実施します。

２ 少人数のグループで、議論や試行錯誤など課題解決に向けた取組を実施します。

３ 課題研究では、ものづくりに関する「課題の設定」、「情報の収集・研究」、「製作・実験」、「整理・分

析」、「まとめ・表現」などの探究活動を実施します。

４ １～３において、基礎知識・活用技術、主体的かつ協働的な在り方、探究のプロセスなどを学びます。

５ 1～３において、地域の教育リソースやＩＣＴなどを活用し、実習テーマのアップデートを図りながら、先端技

術と日々学んでいる基礎的内容の関連などを学びます。

６ バランスの取れた心身の成長を目指すために、各部活動では定期的な休養日を設定し、家庭学習と部活動など

との両立を図ります。

１ 基本的な知識・技術を活かし、加速する技術革新に挑戦できる資質・能力の育成を目指します。

２ 広い視野で産業界を牽引できる資質・能力の育成を目指します。

３ 豊かな人間性と創造性を備え、倫理観と安全意識を持った社会に貢献できる工業技術者としての資質・能力の

育成を目指します。

４ 本年度の重点目標（案）

〇SAGAスクール・ミッション、スクール・ポリシーを徹底し、工業技術者の育成を推進。

〇志願者数累増のため、本校ＰＲ活動の拡充。

〇進路ビジョン（仮称）に県内就職率向上等の進路指導方針をまとめたガイドラインの策定を実施。

〇校内外におけるいじめ・体罰等の未然防止を図る。

〇職員における服務規律徹底の実施。

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である


